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は　じ　め　に

「高等学校学習指導要領解説・商業編（２００９.

５）」では，商業の専門科目「簿記」において
「商品の仕入と売上及び返品・値引きなど，商品
売買に関する基本的な取引の記帳法を習得させ
る」ことになっている。分記法や総記法，三分
法といった具体的な処理方法については，解説
書でも示されていない。
　文部科学省の検定済教科書「簿記」を参照す
ると，高等学校における簿記（Book-keeping）
の授業では，商品売買取引の処理は“三分割法

（three divided accounts method）”による指導
が中心となっている。教科書に沿って授業展開
を す る 場 合 に は，最 初 に“分 記 法（two 
accounts method）”によって導入して“決算
（closing accounts）”までの一巡の手続きをマス
ターさせる。その後，三分法の指導に直行する。
高等学校の多くの教師は，授業で狭義の“総記
法（single account method）”の解説をしない
で，三分割法に入る１）。
　高等学校の「簿記」教科書では，分記法から
三勘定法（三分割法）への移行について，次の
ように解説している。

 

＊高等学校「簿記」教科書：醍醐　聰編（２０１０）『簿
記』東京法令出版，p. ７９.より引用

　久野秀男は，分記法の学習について次のとお
り無意味だと論断している２）。

　取引の実態を人為的に分解して記録する所謂「分
記法」は，資本循環過程を忠実に記録することを
もって本分とする複式簿記の記帳法としては，明ら
かに誤りであり，資本循環に関わる「事実の正確な
記録」ではない。「分記法は混合勘定を理解させる
ための学習上の手段」であるという見解もみうけら
れるが，むしろ，かかる「学習」それ自体が不必要
であり無意味である。

　分記法は，売上取引の回数が多く多種類の商品
を取り扱っている企業では，売り上げのつどその商
品の原価を調べなければならず，記帳に手間がかか
る。そこで，商品に関する勘定を仕入勘定（費用の
勘定），売上勘定（収益の勘定），繰越商品の勘定
（資産の勘定）の三つに分けて記帳する方法が用い
られる。これを３分法という。
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　久野は，総記法が商品売買取引の実態をその
まま忠実に記録するものであり，投下資本の循
環過程（G–W–Ǵ）を忠実に反映していると述
べている。そのように考えるならば，商品勘定
三勘定法（三分割法）は，広義の総記法である
ので，その学習自体が無意味とまで言われてい
る分記法を省略して，三勘定法（三分割法）に
よって導入する方法を採用する方が望ましいこ
とになる。その場合には，最初から「商品を仕
入れた時には仕入勘定で，売り上げた場合には
売上勘定で処理する」という取引実態を忠実に
記録することがきる。授業においても簡潔明瞭
な指導ができるので，生徒の側から考えても理
解し易い筈である。最初は“繰越商品（final 
inventory）”は存在しないと仮定する。つまり商
品を完売したものとすれば，決算整理が不要と
なるので非常に簡単な処理となる。導入段階で
このような指導をすれば，「簿記の授業は分かり
易い」・「簿記ができる」と生徒に感じさせるこ
とができる。
　高等学校で「簿記」を指導している教師の中
には，三分割法に入る前に，本研究（Ⅱ）で考
察した「商品勘定二分割法」を指導する教師も
いる。また，教材研究を十分に行っている教師
は，狭義の総記法を簡単に解説した後で，三分
割法に入る教師もいる。要するに，どの方法を
採用するのかは，教える側の力量（指導力）と
生徒の実態によって違ってくるということであ
る。「簿記」の教師にとって重要なことは「商品
勘定三分割法を生徒に理解させること」である
ので，生徒の意欲や理解力を十分に配慮して授
業計画を立案することが求められる。
　武田隆二の『会計学一般教程』（中央経済社）
によれば，技術的・内形的側面についての要件
として「簿記公準」があるという。その「簿記
公準」には，「勘定公準」と「勘定系統の公準」
の二つがあるとしている。つまり，勘定公準は，
「勘定」というものを計算単位としていることが

特質であるということであり，勘定系統の公準
は，個々の勘定は一定のルールに従って設定さ
れ，それをグループ化して利用する必要がある
ということである３）。換言すれば，第一に簿記に
おいてどのような勘定科目を設定するのかとい
う問題があり，第二に勘定科目を設定した目的
を満足させるような数値（金額）をどのような
勘定グループを利用して算出するのかという問
題があるという意味である。
　商品売買取引について，どのような勘定科目
を設定して利用するのか，またどのような流れ
で売上原価や商品売買損益の金額を算出するの
かを検討した場合，理論的には様々な方法が考
えられる。
　本研究（Ⅲ）では，商品勘定三分割法と四分
割法について代表的な５つの方法について考察
する。その内容は「簿記」の理解を一層深める
ために教師が教材研究をすべき項目である。特
に高等学校の教師が簿記指導上の工夫・改善を
する際に，詳細に研究しておくことが望まれる
部分に焦点を当てている。具体的には，簿記原
理における商品売買の指導に関して，理論的な
観点と実務への適応という観点から考察し，高
等学校の教科書を超えて５つの処理方法の長所
と短所を明らかにしたものである。

１．　商品勘定三勘定法（三分割法）の指導
に関する考察

１．１　商品勘定三勘定法（三分割法）の内容と指

導方法

“二分割法（two divided accounts method）”
における仕入勘定は，借方に前期繰越（carried 
down）商品が含まれている。会計期末にはその
残高が次期繰越（carried forward）商品として
繰り越されるので，一種の“混合勘定（mixed 
account）”となっている。そのため，すでに考
察したとおり，決算において次期に繰り越す部
分と売上原価の部分に分ける処理が必要になる。
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結果的には，仕入勘定は混合勘定ではなくなる
訳であるが，仕入勘定は資産の勘定として次期
に繰り越されることになるので，この処理は納
得し難い。
　そこで，仕入勘定から繰越商品（merchan-
dise inventry）を分離・抽出して，別に“繰越
商品勘定”を設ける方法が考えられた。これが
“商品勘定の三分割法”である。

 

　三分割法は，「各勘定の純粋性が維持できるば
かりでなく，一事業年度における活動量を示す
仕入総額及び売上総額を勘定の上で明示できる
長所が得られる」のである４）。ただし，三分割
法も広義の総記法の一種であり，狭義の総記法
と同様に，混合勘定であるため商品の有高は帳
簿上これを知ることはできない５）。別に実地棚卸
を行い，期末商品の棚卸高を確認して決算整理
を行い商品売買損益の計算をする必要がある６）。

　三分割法は，一般的に次のような長所と短所
がある７）。
　商品勘定三分割のイメージは，図１のように
なる。二分割法に繰越商品勘定を加えるために，
商品の倉庫が二つになるという図２に示したイ

繰越商品（Merchandise Inventry）……資産に
属する勘定①

仕　　入（Purchases）……費用に属する勘定②

売　　上（Sales）…………収益に属する勘定  ③
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※筆者作成
図１　商品勘定の三分割の板書例（１）

【三分割法の長所】

分記法のように商品の売上のたびに売上原価と
商品売買益の金額を区別する必要がない。

①

総記法のように一つの勘定に異質な内容の記入
が混在することがない。

②

売上勘定で売上取引の総額が収益として記帳
され，仕入勘定によって仕入取引の総額が費
用として計上されるため，損益計算書を作成す
る場合，売上金額と売上原価の金額をそれぞれ
独立した科目として記載するときに不都合が生
じることがない。

③

【三分割法の短所】

分記法のように商品の売上のたびに商品売買益
の金額を把握することができない。

①

売上原価の計算をするためには，商品の実地棚
卸が必要となる。

②

総勘定元帳によって商品の管理をすることが
できない。
商品を仕入れた時に仕入勘定（費用の勘定）
で処理し，商品を売り上げた時に売上勘定
（収益の勘定）で処理するが，前期から繰越さ
れた商品（金額）は，一年間，繰越商品勘定
に記載されたままとなる。

③

※筆者作成
図２　商品勘定の三分割の板書例（２）

　※筆者作成
図３　商品勘定の三分割の板書例（３） 



メージである。繰越商品という第二倉庫は決算
の時だけ使用する特別のものである。期首棚卸
高を繰越商品勘定から仕入勘定に“振り替え
（to transfer）”，期末棚卸高を仕入勘定から繰越
商品勘定に振り替えるという決算整理仕訳を説
明する際には，図２を板書して商品勘定三分割
のイメージをもたせることが効果的である。第
二倉庫は，一旦，店舗に陳列していた商品が売
れ残ったものを保管するための倉庫であるとい
う説明をする。
　売れ残りの商品は，第一倉庫だけではなく店
舗にもある。この期末の棚卸商品は，すべて第二
倉庫に集めて“実地棚卸（physical inventory）”
を行い，翌年度に繰り越されるというイメージ
である。
　３分割法による各勘定の内容を勘定形式で示
せば，次のとおりである。

　３分割法によれば，売上勘定は収益勘定，仕
入勘定は費用勘定，そして繰越商品勘定は資産
の勘定として各勘定の純粋性を保つことが可能
になる。このことから，現在，「簿記」の学習上
最も広く採用されているのが三分割法（商品勘
定三分法）である。売上高の控除項目としては，
売上戻り高（sales returns），売上値引高

（sales allowance），売上割戻高 (sales rebate)が
あり，仕入高の控除項目として，仕入戻し高
(purchase returns)，仕入値引高（purchase 
allowance），仕入割戻高（purchase rebate）が
ある。
　商品売買益（gain from sale of merchandise）
の計算方法については，次の三つの方法がある。
①　第一は，損益勘定で“商品売買益
（gross profit on sales）”を計算する方法で
ある。これを第１法と呼ぶこととする。高
等学校の「簿記」では，この第１法によっ
て指導している。
②　第二は，“売上勘定（account sales）”で
商品売買益を計算する方法であり，第２法
と呼ぶこととする。
③　第三は，損益勘定で“売上原価（cost of 
sales）”を計算する方法であり，第３法と
呼ぶこととする。

１．２　《第１法》 損益勘定で商品売買益を計算す

る方法

　第１法は，“損益勘定（income summary 
account）”で商品売買益を計算する方法である。
これは，“アメリカ式”又は“米国法”と呼ばれ
ている。わが国でもこの方法が一般的な簿記書
で解説されている。高等学校の「簿記」教科書
でもこの方法が記述されているので，高校生に
はこの総額法を指導することになる。
　商品勘定の三分割法による商品売買の仕訳を
≪設例≫にそって整理すると，表１のようにな
る。
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売　　　　　上

貸　　　　　方借　　　　　方

売　上　高売上戻り高
売上値引高
売上割戻高

仕　　　　　入

貸　　　　　方借　　　　　方

仕入戻し高当期仕入高
仕入値引高仕入諸掛（運賃・保険料等）
仕入割戻高

繰　越　商　品

貸　　　　　方借　　　　　方

前期繰越商品

損益勘定で商品売買益を計算する方法
（総額法）第１法

売上勘定で商品売買益を計算する方法
（純額法）第２法

損益勘定で売上原価と商品売買益を計算
する方法（損益勘定集中法）第３法



　決算整理として，仕入勘定で売上原価を計算
するために，“前期からの繰越商品（goods
inventory at the beginning of the period）” 

￥１００,０００を仕入勘定に振り替え，“期末の繰越
商品（goods inventory at the end of the 
period）”￥２２０,０００を仕入勘定から繰越商品勘

定へ振り替える。そして仕入勘定から売上原価
￥２３０,０００を損益勘定に振り替える。この方法の
長所は，売上高と売上原価がそのまま損益勘定
に示されることにある。欠点としては，元来，
仕入高を処理する仕入勘定で売上原価を算出す
るために期末商品棚卸高のような異質なものが
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≪　設　　　　　例　≫

商品￥４００,０００ を掛けで仕入れた。１

商品の仕入諸掛（運賃：当店負担）￥１０,０００を運輸会社に現金で支払った。２

掛けで仕入れていた上記商品につき￥１０,０００の値引きを受けた。
この仕入値引額は買掛金と相殺することにした。

３

掛けで仕入れていた商品のうち￥４０,０００は品違いのため返品した。４

仕入原価￥２５０,０００ の商品を￥５００,０００で売り上げ，代金は全額掛けとした。５

掛けで売り上げていた商品につき￥３０,０００の値引きを承諾した。
この売上値引額は，売掛金と相殺することにした。

６

掛けで売り上げていた商品のうち￥４０,０００は品違いのため返品された。ただし，この商品の仕入原価は 
￥２０,０００であった。

７

得意先に対して売上割戻（リベート）として，現金￥５０,０００を支払った。８

仕入先から仕入割戻（リベート）として現金￥２０,０００を受け取った。９

決算にあたって，商品の実地棚卸をしたところ，次のとおりであった。
期末商品棚卸高　￥２２０,０００
なお，期首の商品棚卸高は￥１００,０００であった。

１０

表１　商品勘定三分割法 （１）

貸　　　　　方借　　　　　方

４００,０００（買　掛 　金）４００,０００（仕 入）仕  　 入

１０,０００（現 金）１０,０００（仕 入）仕 入 諸 掛

１０,０００（仕 入）１０,０００（買　掛　金）仕 入 値 引

４０,０００（仕 入）４０,０００（買　掛　金）仕 入 戻 し

５００,０００（売 上）５００,０００（売　掛　金）売　  上

３０,０００（売　掛　金）３０,０００（売 上）売 上 値 引

４０,０００（売　掛　金）４０,０００（売 上）売 上 戻 り

５０,０００（現 金）５０,０００（売 上）売 上 割 戻

２０,０００（仕 入）２０,０００（現 金）仕 入 割 戻

１００,０００
２２０,０００

（繰 越 商 品）
（仕 入）

１００,０００
２２０,０００

（仕 入）
（繰 越 商 品）

決 算 整 理

３８０,０００
２３０,０００

（損 益）
（仕 入）

３８０,０００
２３０,０００

（売 上）
（損 益）

損 益 振 替

※筆者作成



記入され，勘定の純粋性が損なわれるというこ
とである。
　総額法には，以上に示した「直接仕訳法」と，
商品売買益勘定を中間集計の勘定として利用す
る「間接仕訳法」がある８）。高等学校の「簿記」
では，直接仕訳法を指導しているので，本研究
では直接仕訳法について考察することとする。
　実際に，高等学校で「簿記」を指導している
と，この点に違和感を覚える。つまり，「売上原
価を仕入勘定で計算する」ということは生徒に
指導し難いのである。仕入勘定は，あくまでも
当期の仕入高を示す“勘定口座（accounts）”で
あり，繰越商品は，前期から繰り越された商品
を示す勘定口座である。この二つの勘定科目を
使って売上原価を計算するのであれば，何らか
の勘定を別に設定するという説明の方が納得し
易いと考えられる。更に付言すれば，売上勘定
には補助簿として“売上帳（sales book）”があ
り，仕入勘定には補助簿として“仕入帳（pur-
chase book）”がある。繰越商品勘定には補助簿
として“商品有高帳（stock ledger）”があると
いう指導をしているので，各勘定の金額と補助
簿の金額を照合（突合）するためには，各勘定
の純粋性が確保されていることが前提となる。
前期から繰り越された商品金額は，繰越商品勘
定の借方に記入されたまま一年間放置している。
それは前期繰越商品を期首に仕入勘定に振り替
えたら仕入勘定の金額と仕入帳の金額が一致し
なくなるという理由からである。総勘定元帳と
“補助簿（auxiliary）”の金額を一致させるとい
う観点から考えれば，仕入勘定で売上原価を計
算する方法は，望ましい方法とは言えない。
　このことを別の観点から検討してみたい。仕
入勘定で売上原価を計算するとして「実際の商
品の流れを勘定科目の上で表示する」という観
点からすると，前期から繰り越された商品は，
当然のこととして販売される訳であるので売上
原価となる筈である。それならば，繰越商品勘

定の前期繰越高は，期首最初の日付で仕入勘定
に“振り戻すこと（re-adjustments）”が必要に
なる。決算日になって前期繰越商品を仕入勘定
に振り替えることは，理論的に考えても間違い
ということになる。
　以上の問題を解決する方法の一つとして，後
述する「売上原価勘定」を設定する方法がある。
これは三分割法ではなく，一般に四分割法と言
われている方法であり，生徒に売上原価の計算
を分かり易く説明することができる。要するに，
仕入勘定で売上原価を算出するという現行の高
等学校「簿記」教科書で指導するとしたら，決
算の段階で説明に無理が生じるということであ
る。

　税理士試験の「簿記論」の過去問題を見ると
総合問題においては，三分割法による出題がほ
とんどすべてと言える９）。従って，簿記の学習
上は三分割法を基本とすれば問題ないのかもし
れない。ただし，「実務への対応」という観点か
ら，教師は以下に論述するような様々な処理方
法についての教材研究を欠かすことはできない。
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売　　　　　上

５００,０００売　 上　 高３０,０００売 上 値 引 高
４０,０００売 上 戻 り 高
５０,０００売 上 割 戻 高
３８０,０００損　 　 　 益

仕　　　　　入

１０,０００仕 入 値 引 高４００,０００当 期 仕 入 高
４０,０００仕 入 戻 し 高１０,０００仕 入 諸 掛 費
２０,０００仕 入 割 戻 高１００,０００前期繰越商品
２１０,０００次期繰越商品
２３０,０００損益（売上原価）

繰　越　商　品

１００,０００仕　 　 　 入１００,０００前 期 繰 越
２１０,０００仕　 　 入

損　　　　　益

３８０,０００売　 上　 高２３０,０００仕入（売上原価）
１５０,０００売 上 総 利 益



特に「分記法」を指導した後にこの三分割法を
教える際には，商品を仕入れた時に仕入勘定
（費用に属する勘定科目）で仕訳することを十分
に理解させる必要がある。近い将来，つまり一
年以内に販売する予定であるので，商品を仕入
れた時に資産として処理しないで費用（売上原
価）として処理するということを生徒に納得さ
せる必要がある。「商品を仕入れたら借方に商品
となる」という分記法の処理を頭に焼き付けて
しまった場合，この点に拘って理解できなくな
る生徒もいるので，教師は十分に配慮すべきで
ある。
　商品を仕入れた時点では，資産そのものであ
ることは違いないが，その商品を売り上げた時
点では売上原価となるのであるから，最初から
費用として仕訳しておくことで，商品の売り上
げのつど資産から費用に振り替えるという面倒
なことを省略できるのである。
　ここでは，高等学校「簿記」教科書の問題点
を一つ指摘しておきたい。それは，三分割法の
記述に続いて仕入帳・売上帳・商品有高帳の説
明が展開されている点である１０）。仕入帳と売上
帳は問題ないと考えられるが，商品有高帳の説
明をするのは問題がある。つまり，販売のつど
商品の売上原価を把握する必要のない点が三分
割法であるからである。商品有高帳を記帳でき
るのであれば，分記法の処理が可能である。
よって，商品有高帳についての記述は，分記法
のところで行うべきである。
　三分割法の長所は，仕入取引を仕入勘定で記
録し，売上取引を売上勘定で記録するという取
引をありのままに記録するので全く抵抗感がな
いという点にある。また，返品・値引・割戻し
の処理については，仕入額や売上額を減額する
だけであるので簡単な仕訳になることも長所と
言える。
　また，経営管理の観点からは，売上総額や仕
入総額については売上勘定と仕入勘定を見れば

一目瞭然である点も長所である。補助記入帳で
ある“売上帳（sales book）”や“仕入帳（pur-
chase book）”を整備したり，補助元帳である
“売掛金元帳（accounts receivable ledger）”や
“買掛金元帳（accounts payable ledger）”を整
備したりすれば，記録と記録の照合（checking 
records with other records）によって販売管理，
仕入管理に役立つことも明らかである。
　商品勘定を分割する必要性が生じた背景には，
商品取引の複雑化とこれに伴う信用授受の複雑
化がある。商品売買の回数が頻繁になるに伴い
売買のつど代金の決済をしないで翌月末（又は
翌々月末）に一括して代金決済をするという
「掛け取引」が一般化した。また，複雑な手形取
引も行われるようになって，売掛金・買掛金，
受取手形・支払手形の管理が重要になってきた。
狭義の総記法を採用したときのように商品勘定
が一つの場合にも，倉庫係が記帳する商品有高
帳と会計係が記帳する総勘定元帳の商品勘定を
相互に検証，統制して棚卸商品の管理を行って
きた。この管理機能を仕入取引・売上取引にも
発展させるために，商品勘定を分割したのであ
る。
　笠井昭次が『会計構造の論理〔改訂版〕』で指
摘しているように，勘定記録が管理機能を果た
し得るためには「即時性」と「全体性」という
二つの要件を満たす必要がある。ここでいう即
時性とは，簿記上の取引という経済活動を時々
刻々と把握して勘定に記録することであり，全
体性とは，個々の経済活動を局所的にではなく
全体との関連のもとに把握するということであ
る１１）。
　商品勘定を三分割して，仕入係に仕入帳・仕
入先元帳・支払手形記入帳を担当させ，販売係
に売上帳・得意先元帳・受取手形記入帳委を担
当させることで，経済活動を時々刻々と記録し，
会計係がもつ総勘定元帳の各勘定残高と補助簿
とを照合することで，全体との関連を把握する
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ことができるのである。
　商品勘定を分割するもう一つの目的は，内部
牽制にあるということを理解しておく必要があ
る１２）。つまり，会計係と仕入係（購買係）・販売
係（得意先係）の間で相互チェックするのであ
る。こうすることによって係の行動を管理し，
不正な処理を未然に防止することや誤記・脱漏
を発見することが可能になるのである１３）。
　反面，三分割法にも短所（欠点）がある。三
分割法の第一の短所は，商品の管理機能（func-
tion of management）が果たせないということ
である。つまり，記録と事実との照合（check-
ing records with facts）をしなければ，手許商品
が倉庫にいくらあるのかを正確に知ることがで
きないという意味である。勿論，“商品有高帳
（stock ledger）”で把握できているので，帳簿上
の商品有高（在庫）は掴んでいるし，実際に売
場や倉庫を見れば，商品がどの程度あるのかは
ある程度把握できることではある。
　三分割法の第二の短所は，商品売買益を知る
ことができないということである。結局，三分
割法は，狭義の総記法の欠点を克服できていな
いのである。
　広義の総記法は，原価と利益を分離させない
処理方法であるため，商品勘定をいくら分割し
たとしても実地棚卸をしなければ商品有高を把
握することや商品売買益を計算することができ
ないのは当然のことである１４）。
　実地棚卸をすると，商品の実際有高が帳簿上
の棚卸数量と違っている場合がある。その差額
が“棚卸減耗損（inventory shortage）”である。
また，棚卸商品の決算時点の時価が取得時の価
額（原価）よりも下落している場合がある。こ
の場合，“商品評価損（loss on obsolete and 
damaged merchandise）”を計上することができ
る１５）。
　三分割法による場合，決算時に仕入勘定で売
上原価を計算する方法が一般的であるが，売上

勘定で計算する方法もある。その他に“売上原
価勘定”又は“売買勘定”を新たに設けて売上
原価を計算する方法もある１６）。
　以下，仕入勘定以外で売上原価や商品売買益
を算出する方法を考察する。

１．３　《第２法》 売上勘定で商品売買益を計算す

る方法

　第２法は，売上勘定で売上原価を計算する方
法である。これは，アメリカ式（米国法）の別
法であり，次の手順で処理される。まず，期首
の繰越商品￥１００,０００を仕入勘定の借方に振り替
え，次に“期末商品棚卸高（ending merchan-
dize inventory）”￥２２０,０００を仕入勘定の貸方に
記入して繰越商品勘定の借方に振り替える。こ
こまでは仕入勘定で売上原価を計算する場合と
同じである。仕入勘定の借方残高は売上原価と
なり，これを売上勘定の借方へ振り替える。そ
の結果，売上勘定の貸方残高は“商品売買益
（gross profit sales）”を示すことになる。これを
純額法と呼んでいる。因みに，この純額法には，
商品売買益を損益勘定に直接振り替える「直接
仕訳法」と，損益勘定に振り替える前に中間的
な集計勘定として商品売買益勘定を通す「間接
仕訳法」がある１７）。間接仕訳法を高等学校の
「簿記」で指導することはないので，直接仕訳法
について論述することとする。
　この方法によると，損益勘定の残高は，売上
高と売上原価を相殺した商品売買益となるため，
損益勘定からは販売活動の内容は明らかになら
ないという欠点がある１８）。また，収益勘定であ
る売上勘定に費用勘定である売上原価が混入する
という欠点もある。売上勘定が損益勘定の性質を
有することになるので，問題ないと考えられる
が，売上勘定の純粋性は損なわれることになる。
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　ここで，改めて総額法と純額法の欠点を整理
すると次のとおりである。

　この欠点を解消する方法として「損益勘定集
中法」があるので，この方法を考察しておく。

１．４　《第３法》 損益勘定で売上原価と商品売買

益を計算する方法

　第３法は「損益勘定集中法」である。この方
法は，繰越商品勘定は純粋に資産勘定，仕入勘
定残高は「純仕入高」，売上勘定残高は「純売上
高」を示すように簡単明瞭なものになることが
特徴である１９）。これは，各勘定の純粋性を確保
するという観点からみると，望ましい処理方法
であり，それが最大の長所である。また，“損益
集合勘定（profit and loss summary）”が損益計
算書の第一区分と同じものになるという点も長
所と言える。確かに，損益勘定の記入内容が損
益計算書の内容と一致するように処理すること
が望ましいという見方も可能である２０）。ただし，
費用と収益を集合させる損益勘定に繰越商品勘
定という資産の勘定が振り替えられることなる
ので問題は残されたままであり，そこが欠点に
なると考えられる。
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表２　商品勘定三分割法 （２）

貸　　　　　方借　　　　　方

４００,０００（買　掛　金）４００,０００（仕　　　入）仕  　 入

１０,０００（現　　　金）１０,０００（仕　　　入）仕 入 諸 掛

１０,０００（仕　　　入）１０,０００（買　掛　金）仕 入 値 引

４０,０００（仕　　　入）４０,０００（買　掛　金）仕 入 戻 し

５００,０００（売　　　上）５００,０００（売　掛　金）売　  　上

３０,０００（売　掛　金）３０,０００（売　　　上）売 上 値 引

４０,０００（売　掛　金）４０,０００（売　　　上）売 上 戻 り

５０,０００（現　　　金）５０,０００（売　　　上）売 上 割 戻

２０,０００（仕　　　入）２０,０００（現　　　金）仕 入 割 戻

１００,０００（繰 越 商 品）１００,０００（仕　　　入）決 算 整 理
２１０,０００（仕　　　入）２１０,０００（繰 越 商 品）
２３０,０００（仕　　　入）２３０,０００（売　　　上）

２００,０００（損　　　益）２００,０００（売　　　上）損 益 振 替

※筆者作成

売　　　　　上

５００,０００売　 上　 高３０,０００売 上 値 引 高
４０,０００売 上 戻 り 高
５０,０００売 上 割 戻 高
２３０,０００仕入（売上原価）
１５０,０００損　 　 益

仕　　　　　入

１０,０００仕 入 値 引 高４００,０００当 期 仕 入 高
４０,０００仕 入 戻 し 高１００,０００前期繰越商品
２１０,０００次期繰越商品
２３０,０００売上勘定へ（振替）

繰　越　商　品

１００,０００仕　 　 　 入１００,０００前 期 繰 越
２１０,０００仕　 　 入

損　　　　　益

１５０,０００商 品 売 買 益

仕入勘定に期末商品棚卸高という異質のも
のが入ること

総額法
の欠点

売上勘定に売上原価が記入されてしまうこ
と

純額法
の欠点



２．　商品勘定四勘定法（四分割法）の指導
に関する考察

　ここまで考察してきたこと整理する。商品勘
定三分割法の場合，仕入・売上・繰越商品・損
益の勘定を利用して計算するため，どのような
方法で売上原価や商品売買益を計算したとして

も，各勘定の純粋性を確保できないことが明ら
かになった。そこで，この問題を解決するため
には，売上原価や商品売買益を計算する勘定を
別個に設ける必要があると考えられる。
　ただし，勘定科目の設定に当たっては，次の
二点が検討されなければならない。

　商品勘定四分割法には，次の二つがある２１）。
一つは決算において「売上原価勘定」を設け，
損益勘定で商品売買益を計算する方法である。
この方法を第４法と呼ぶことにする。もう一つ
は決算において「売買勘定」を設け，売買勘定
で商品売買益を計算する方法である。これを第
５法と呼ぶこととする。
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表３　商品勘定三分割法 （３）

貸　　　　　方借　　　　　方

４００,０００（買　掛　金）４００,０００（仕　　　入）仕 　 入

１０,０００（現　　　金）１０,０００（仕　　　入）仕 入 諸 掛

１０,０００（仕　　　入）１０,０００（買　掛　金）仕 入 値 引

４０,０００（仕　　　入）４０,０００（買　掛　金）仕 入 戻 し

５００,０００（売　　　上）５００,０００（売　掛　金）売　 　 上

３０,０００（売　掛　金）３０,０００（売　　　上）売 上 値 引

４０,０００（売　掛　金）４０,０００（売　　　上）売 上 戻 り

５０,０００（現　　　金）５０,０００（売　　　上）売 上 割 戻

２０,０００（仕　　　入）２０,０００（現　　　金）仕 入 割 戻

１００,０００（繰 越 商 品）１００,０００（損　　　益）損 益 振 替
３４０,０００（仕　　　入）３４０,０００（損　　　益）
３８０,０００（損　　　益）３８０,０００（売　　　上）
２１０,０００（損　　　益）２１０,０００（繰 越 商 品）

※筆者作成

売　　　　　上

５００,０００売　 上　 高３０,０００売 上 値 引 高
４０,０００売 上 戻 り 高
５０,０００売 上 割 戻 高
３８０,０００損　 　 　 益

仕　　　　　入

１０,０００仕 入 値 引 高４００,０００当 期 仕 入 高
４０,０００仕 入 戻 し 高１０,０００仕 入 諸 掛 費
２０,０００仕 入 割 戻 高
３４０,０００損     益

繰　越　商　品

１００,０００損　　　 益１００,０００前 期 繰 越
２１０,０００損　 　 益

損　　　　　益

３８０,０００売　 上　 高１００,０００繰 越 商 品
２１０,０００繰 越 商 品３４０,０００仕 入

１５０,０００売 上 総 利 益

勘定科目の名称が，取引の実態を明瞭に示され
ること。①

一つの勘定科目の内容は，同一の性質をもつも
のであること。②

売上原価勘定を設けて損益勘定で商品売買
益を計算する方法第４法

売買勘定を設けて売買勘定で商品売買益を
計算する方法第５法



２．１　《第４法》　売上原価勘定を設けて損益勘

定で商品売買益を計算する方法

　第４法は，期中は商品勘定三分割法によって
処理するのであるが，決算にあたって商品売買
益を計算するために，新たに売上原価勘定を設
ける方法である。これは“四分割法”と呼ばれ
ている２２）。しかし，売上原価勘定は商品勘定か
ら分割されたものではなく，決算で売上原価を
計算するために設けられる中間集計のための勘
定であるので，四分割法と呼ぶのはふさわしく
ないと考えられる２３）。筆者は厳密に言えば「商
品売買に関する四勘定法」という呼称が正確で
あると考えているが，泉谷勝美の『現代簿記精
説』（森山書店）では，「商品勘定四分割法」と
して記述されている２４）。同様に，黒沢清の『商
業簿記』（千倉書房）でも“四分割法（four 
divided accounts method）”として論述されてい
るので，それらに従って整理しておく２５）。
　商品売買の期首・期中の記入は三分割法と同
じである。決算に当たって売上原価が用いられ
る場合には，売上勘定￥３８０,０００を損益勘定の貸

方へ振り替え，売上原価勘定￥２３０,０００を損益勘
定の借方へ振り替えて，損益勘定のうえで商品
売買益￥２００,０００が算出されることになる。
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繰越商品………資産に属する勘定①

仕　　入………費用に属する勘定②

売　　上………収益に属する勘定③

売上原価………決算（集計）勘定④

表４　商品勘定四分割法 （１）

貸　　　　　方借　　　　　方

４００,０００（買　掛　金）４００,０００（仕　　　入）仕　 入

１０,０００（現　　　金）１０,０００（仕　　　入）仕 入 諸 掛

１０,０００（仕　　　入）１０,０００（買　掛　金）仕 入 値 引

４０,０００（仕　　　入）４０,０００（買　掛　金）仕 入 戻 し

５００,０００（売　　　上）５００,０００（売　掛　金）売　 上

３０,０００（売　掛　金）３０,０００（売　　　上）売 上 値 引

４０,０００（売　掛　金）４０,０００（売　　　上）売 上 戻 り

５０,０００（現　　　金）５０,０００（売　　　上）売 上 割 戻

２０,０００（仕　　　入）２０,０００（現　　　金）仕 入 割 戻

１００,０００（繰 越 商 品）１００,０００（売 上 原 価）決 算 整 理
３５０,０００（仕 入）３５０,０００（売 上 原 価）
２２０,０００（売 上 原 価）２２０,０００（繰 越 商 品）
３８０,０００（損　　　益）３８０,０００（売　　　上）損 益 振 替
２３０,０００（売上原価）２３０,０００（損　　　益）

※筆者作成

売　　　　　上

５００,０００売　 上　 高３０,０００売 上 値 引 高
４０,０００売 上 戻 り 高
５０,０００売 上 割 戻 高
３８０,０００損　 　 　 益

仕　　　　　入

１０,０００仕 入 値 引 高４００,０００当 期 仕 入 高
４０,０００仕 入 戻 し 高１０,０００仕 入 諸 掛 費
２０,０００仕 入 割 戻 高
３４０,０００売 上 原 価

繰　越　商　品

１００,０００売 上 原 価１００,０００前 期 繰 越
２１０,０００次 期 繰 越２１０,０００売 上 原 価



　売上原価を決算勘定として設ける方法によれ
ば，損益勘定において売上高，売上原価を対応
表示することができる。三分割法では売上原価
が仕入勘定で計算されるため，仕入勘定は純粋
な仕入高を表す勘定ではなくなってしまうが，
四分割法ではその欠点を解消することができ
る２６）。

２．２　《第５法》　売買勘定を設けて売買勘定で

商品売買益を計算する方法

　第５法は，期中は三分割法によって処理して
おいて，決算にあたって商品売買益を計算する
ために，新たに“売買勘定（trading account）”
を設ける方法である。損益勘定の代わりに別個

の売買勘定を設けて商品売買益の計算をすると
いうことである。この方法は主にイギリスにお
いて行われたことから「イギリス式」とか「英
国法」と呼ばれている２７）。
　このイギリス式の長所は，売買勘定という一
つの勘定口座のうえで商品売買益の計算内容を
簡単に示されるという点にある２８）。先述したと
おり，あくまでも商品勘定は三分割法である。
売上原価勘定と同様に売買勘定も集計のためだ
けに設けられたいわゆる“決算勘定（closing 
account）”に過ぎないが，四分割法として論述
することとする。

　商品売買の期首・期中の記入は三分割法と同
じである２９）。決算に当たって売買勘定が用いら
れる場合には，売上勘定￥３８０,０００を売買勘定の
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売　上　原　価

２１０,０００次期繰越商品１００,０００前期繰越商品
２３０,０００損　　　　益３４０,０００当 期 仕 入 高

損　　　　　益

３８０,０００売　 上　 高２３０,０００売 上 原 価
１５０,０００売 上 総 利 益

繰越商品………資産に属する勘定①

仕　　入………費用に属する勘定②

売　　上………収益に属する勘定③

売　　買………決算（集計）勘定④

表５　商品勘定四分割法 （２）

貸　　　　　方借　　　　　方

４００,０００（買　掛　金）４００,０００（仕　　　入）仕　 入

１０,０００（現　　　金）１０,０００（仕　　　入）仕 入 諸 掛

１０,０００（仕　　　入）１０,０００（買　掛　金）仕 入 値 引

４０,０００（仕　　　入）４０,０００（買　掛　金）仕 入 戻 し

５００,０００（売　　　上）５００,０００（売　掛　金）売　 　 上

３０,０００（売　掛　金）３０,０００（売　　　上）売 上 値 引

４０,０００（売　掛　金）４０,０００（売　　　上）売 上 戻 り

５０,０００（現　　　金）５０,０００（売　　　上）売 上 割 戻

２０,０００（仕　　　入）２０,０００（現　　　金）仕 入 割 戻

１００,０００（繰 越 商 品）１００,０００（売　　　買）決 算 整 理
３４０,０００（仕　　　入）３４０,０００（売　　　買）
２１０,０００（売　　　買）２１０,０００（繰 越 商 品）
３８０,０００（売　　　買）３８０,０００（売　　　上）

１５０,０００（損　　　益）１５０,０００（売　　　買）損 益 振 替

※筆者作成



貸方へ振り替えて，売買勘定のうえで商品売買
益￥１５０,０００が勘定残高として算出されることに
なる。売買勘定は先に考察した総記法の商品勘
定と結果的に同一の内容となる。売買勘定は，
商品の売買損益を算定するために決算時にだけ
記入される勘定である。そのため，決算集計勘
定（closing summury account）と呼ばれてい
る３０）。

　売買勘定の貸方残高は，商品売買益を示し損
益勘定に振り替える。これは純額法と呼ばれて
いる方法である。この売買勘定の勘定記入面を
見ると，狭義の総額法，つまり一勘定制の商品
勘定の記入面と全く同じ内容を示していること
に気付く。この方法は，売買勘定の上で商品売
買益の計算内容を示すことになる。損益勘定か
らは商品売買益だけしか知ることができないと
いう欠点があるが，売買勘定が損益勘定と同じ
性質をもっているので問題ないと言える。
　売買勘定は，その借方に繰越商品勘定から期
首棚卸高を，仕入勘定から純仕入高をそれぞれ

振り替え，その貸方に売上勘定から純売上高を
振り替えて集合させ，次に期末棚卸高を貸方に
記入することによって売買損益の計算を行う３１）。
ただし，山桝忠恕は「一般の実践にどの程度ひ
ろくむすびつき得る方法であるのか，いささか
疑問に思えるふしもないではない」と述べてい
る３２）。
　因みに，値引・割戻しによく似たものに“割
引（discount）”と呼ばれるものがある。簿記上
ではこれを現金割引の意味で使用する。すなわ
ち売掛金・買掛金を契約期日より以前に決済す
る場合に，その利息相当額を割り引くことを指
している。割引の役割は，買掛金・売掛金の早
期決済を促進することである３３）。その本質は，
買掛金・売掛金の一部を減額する財務又は金融
損益である。要するに，割引は営業外損益であ
り，利息の支払・受入と同様のものと言える３４）。
ただし，この考え方によると，掛けで仕入れた
商品について，それが販売される以前に現金割
引を受けた時には，一種の未実現利益が生じる
という欠点がある３５）。わが国では，商品売買が
掛けによって行われるという社会的慣行があり，
アメリカなどと違って現金割引制度が慣行とし
て確立していないため，この現金割引は取引当
事者間の任意的な話し合いで行われることが多
い３６）。掛け代金を約束の期日前に支払うことに
よって発生する現金割引を“仕入割引（pur-
chase discounts）”という。これには仕入割引勘
定（収益）が使われる。逆に，期日前に掛け代
金を受け取ることによって発生する現金割引を
“売上割引（sales discounts）”という。これに
は売上割引勘定（費用）が使われる３７）。
　すでに考察したように，商品の仕入れの際に
支払った運賃や保険料等の「仕入諸掛費」につ
いては，仕入原価に加算する。つまり仕入勘定
に含めることになる。多くの生徒はここで躓く
ことになる。なぜならば，商品の売上の際に売
り手（当方）が負担した諸費用，すなわち荷造
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売　　　　　上

５００,０００売　 上　 高３０,０００売 上 値 引 高
４０,０００売 上 戻 り 高
５０,０００売 上 割 戻 高
３８０,０００売　 　 　 買

仕　　　　　入

１０,０００仕 入 値 引 高４００,０００当 期 仕 入 高
４０,０００仕 入 戻 し 高１０,０００仕 入 諸 掛 費
２０,０００仕 入 割 戻 高
３４０,０００売　 　 　 買

繰　越　商　品

１００,０００売　 　 　 買１００,０００前 期 繰 越
２１０,０００次 期 繰 越２１０,０００売　 　 買

売　  　　   買

２１０,０００次期繰越商品１００,０００前期繰越商品
３８０,０００当 期 売 上 高３４０,０００当 期 仕 入 高

１５０,０００損　 　 　 益

損　　　　　益

１５０,０００売　 　 　 買



費・発送運賃・保管料などの「売上諸掛費」は，
各費用の形態に応じてそれぞれ適切な勘定で処
理するからである３８）。その売上諸掛費の買い手
（先方）負担分を売り手が立て替え払いした場合
は，売掛金（accounts receivable）または立替
金（payment in advance）の勘定で処理するの
で間違いやすい。
　売上原価勘定を設定する方法と売買勘定を設
定する方法を比較した場合，「売上原価」を一つ
の勘定で計算できる点で前者が優れていると考
えられる。後者は，売買勘定で商品売買益を計
算することになり，損益（集合）勘定には商品
売買益だけが振り替えられるので，売上原価を
勘定のうえで示すことができない。このことは，
吉田良三が『改訂近世簿記精義』で指摘してい
ることである３９）。

３．　第１法から第５法の小括

　最後に，第１法から第５法までを一括して考
察しておきたい。第１法から第５法のそれぞれ
の特徴は，すでに考察したように売上原価を算
出する勘定口座と商品売買益を算出する勘定口
座の違いによる。要するに，売上原価と商品売
買益の二つ金額をどこかの勘定口座で計算する
必要がある。例えば，仕入勘定と損益勘定を利
用する第１法を採用した場合には，仕入勘定が
純粋な意味で仕入金額を示さなくなるという問

題が発生する。それでは売上勘定を利用して商
品売買益を計算する第２法によれば，問題は更
に広がってしまう。仕入勘定・売上勘定・損益
勘定の三つが犠牲になるのである。犠牲になる
勘定科目を少なくしようとして，第３法では損
益勘定で二つの計算をする。その場合には，仕
入・売上・繰越商品の三つの勘定の純粋性は確
保できるが，損益勘定が犠牲になる。つまり，
第１法から第３法の商品勘定三分法では，どれ
も勘定の純粋性は確保できない。そこで，売上
原価を計算する場所として売上原価勘定を設け
る第４法が考えられた。
　表６に示したとおり，すべての勘定の純粋性
を確保することができているのは，売上原価勘
定を設定して処理する第４法だけである。その
他の方法として，第５法は売買勘定を設定する
方法であり，売買勘定で売上原価と商品売買益
の両方を計算するものであるが，費用と収益を
集合させる筈の損益勘定に売上原価が示されな
いという問題が残る。
　すでに述べたとおり高等学校の「簿記」の授
業では，第１法を指導している。この第１法の
欠点，つまり「仕入勘定の純粋性が維持できな
くなること」を解決するためには，第４法の
「売上原価勘定の設定する方法」が最も望ましい
方法と考えられる。第１法は，売上原価を仕入
勘定で計算しようとするものであるため，無理
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表６　各勘定の純粋性判定

商品売買益を
算出する勘定

売上原価を
算出する勘定

各勘定の純粋性判定

損 益
勘 定

繰越商
品勘定

売 上
勘 定

仕 入
勘 定

損益勘定仕入勘定○○○×第１法

売上勘定仕入勘定×○××第２法

損益勘定損益勘定×○○○第３法

損益勘定売上原価勘定○○○○第４法

売買勘定売買勘定×○○○第５法

※筆者作成



が生じるのは当然のことである。それは“精算
表（working sheet）”の指導をする際に顕著と
なる。

お　わ　り　に

　高等学校で決算の指導をする際には，決算の
手続きが一つの表の中で表現される精算表の作
成演習が中心となる。高等学校の「簿記」では，
第１法で説明している。最初に期首の繰越商品
の金額を仕入勘定の借方に移動させる。そして
期末の実地棚卸額を仕入勘定の貸方に記入して，
繰越商品勘定の借方に記入する。結果的に仕入
勘定の金額は売上原価になる訳である。筆者の
経験ではその意味が理解できない生徒が多かっ
た。この期末の会計処理の個所は，生徒にとっ
て最も難関となっていることは事実である４０）。
なぜ，理解できない生徒が多いのだろうか。恐
らく売上原価という用語の意味が理解できてい
ないのだろう。筆者は「売上の原価」と言い換
えて指導している。「原価とは元（もと）の値
段，つまり仕入れた時の値段である」と説明し
ている。「売った値段と，仕入れた時の値段を比
べると利益が計算できる」という単純な話とし
て説明する。この部分を丁寧に指導しないで，
生徒が丸暗記や類似問題のドリルによって精算
表が作成できるようになったとしても，精算表
に表現されている金額の意味を読み取る能力が
育っていなければ，実務への適応力はないと言
える。つまり，情報を読み取り適切な判断を下
すという「アカウンティング・マインド」が育
成できていないことになるのである。
　筆者は「売上原価は，売上原価勘定で計算す
る」という第４法による説明が簡潔で理解し易
いのではないかと考えている。売上原価勘定は，
決算の時だけに登場する訳であるので特に混乱
は生じない。むしろ，「繰越商品を仕入に足した
り引いたりする」第１法によって説明すること
による混乱を防ぐことになる筈である。生徒に

「売上原価の計算式」を理解させて，それを精算
表の中で示すことで，より一層効果的な指導に
なるに違いない。なぜならば，仕入勘定はあく
までも「１年間の純仕入額を示す純粋な勘定」
とすべきである。決算になって，その純粋な勘
定を売上原価の計算場所として使用して仕入以
外の要素を混入させることは，一貫性がなく理
論的な処理方法とは言い難い。実務的に考えて
も，決算の時点で勘定科目が一つ増えることは
大した問題ではない。多くの簿記に関する専門
書は，商品勘定三分割法という処理方法に拘っ
て，決算にあたって新しい科目を別個に設定す
ることを避けているのだと思われる。例えば，
“委託販売（consignment sales）”のような特殊
な売買形態の説明の際には，商品を積送した時
に，仕入勘定から“積送品（consignment-out）”
勘定に振り替え，販売された時点で仕入勘定に
振り戻すという説明をする。この場合に，仕入
勘定に振り戻すのではなく，売上原価勘定に振
り替えると説明すれば容易に理解できる。商品
の到着前に貨物代表証券（bill of lading: B/L）
を転売する未着商品売買でも，“未着商品
（goods in transit）”勘定から仕入勘定へ振り替
えるという説明をするが，これも未着商品勘定
から売上原価勘定に振り替えるという説明の方
が納得し易い筈である。要するに，委託販売も
未着商品売買も商品の売上原価が明らかである
ので，仕入勘定に加算することは無意味ではな
いだろうか。
　高等学校の「簿記」教科書に，この第４法が
記述されることを期待している。最初に述べた
とおり，「高等学校学習指導要領」では「分記
法」・「総記法」・「三分法」・「四分法」といった
処理方法を示す用語は一切使用されていない。
その学習指導要領の内容を教科調査官などが詳
しく解説している『高等学校学習指導要領解
説・商業編』（平成１２年３月）を紐解いても記述
されていない４１）。教師は，本研究で考察したよ
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うな様々な処理方法があることを授業で説明し
ても問題ないだろう。言うまでもなく，簿記の
授業は，仕訳帳（journal）から総勘定元帳
（general ledgers）への転記（posting）と決算
（closing accounts）が中心である。商業科の教
師は，高等学校の「簿記」教科書を超えて教材
研究を行う必要がある。少なくとも上級の検定
試験や国家試験のレベルを視野に入れておく必
要がある。そのためには，教科書の記述に疑問
を感じたならばそのつど「会計学」や「財務諸
表論」などの専門書を読んで，会計処理の理論
的な根拠を調べるよう心掛けるべきである。な
ぜならば，自信を持って「簿記」を指導するた
めに自分自身の専門知識を深めておく必要があ
るからである。
　筆者は，法学のリーガル・マインドの発想を
参考にして「簿記会計学の最終目標は，アカウ
ンティング・マインド（：基礎知識や思考・判
断を含む概念）の育成にある」という椎名市郎
の主張に賛同している。その理由は，高等学校
の生徒にアカウンティング・マインドを身に付
けさせるためには，教師自身が具体的な事例に
関連して会計情報の有用性を見極める判断力を
獲得しておく必要があることは自明のことだと
考えているからである４２）。
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